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序　　　　文序　　　　文序　　　　文序　　　　文序　　　　文

　国際協力事業団は平成２年３月１日から５年間にわたって、パラグァイ共和国（以下、パラ

グァイと略す）の農業統計強化計画に係るプロジェクト方式技術協力を実施した。この計画は、

パラグァイにおける平成３年農牧業センサス及び毎年の標本調査の実施に必要なシステムづくり

と、技術者の養成・訓練を行ったもので、プロジェクト終了後も個別専門家派遣による協力を続

けてきた。

　今般パラグァイ政府は、次回農牧センサス（平成13年７月）を控え、その円滑な実施のための

技術習得・実施体制確立が課題になってきたとして、パラグァイ農業統計強化計画のアフターケ

ア協力を要請してきた。

　これを受けて国際協力事業団は、平成11年６月13～28日まで、農林水産省統計情報部　山岸良

雄氏を団長とするアフターケア調査団を現地に派遣した。この結果、平成12年４月から２年間に

わたってアフターケア協力を行うことが、パラグァイ側と合意された。

　本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたもので、今後のプロジェクト展開に広

く活用されることを望むものである。

　ここに、本調査にご協力いただいた外務省、農林水産省、在パラグァイ日本大使館など、内外

関係各機関の方々に深く謝意を表するとともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第であ

る。

平成11年７月

国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団
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１．アフターケア調査団の派遣１．アフターケア調査団の派遣１．アフターケア調査団の派遣１．アフターケア調査団の派遣１．アフターケア調査団の派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的

　パラグァイ政府は、農牧政策、農牧開発計画等の策定の基礎となる農牧統計情報の定期的な提

供とその信頼性の向上を図るため、1991年の農牧業センサス及び毎年行う標本調査の実施に必要

なシステムの確立と技術者などの養成・訓練に係る技術協力を我が国に要請してきた。これを受

けてＪＩＣＡは、1990年２月１日付の討議議事録（Record of Discussions：Ｒ／Ｄ）に基づ

き、1990年３月１日より５年間にわたり「農牧統計強化計画プロジェクト」を実施した。さらに

プロジェクト終了後も、パラグァイ側の強い要望により、統計分析分野及び作物生産予測分野に

係る個別専門家を派遣し、協力を行ってきたところである。

　今後のパラグァイにおける適切な農牧政策の推進及び農牧業関連の統計技術の発展のために

は、国連食糧農業機関（ＦＡＯ）の提唱に沿って次回農牧センサスを着実に実施すること、また

それ以降の農牧センサスを継続的に実施するための技術の習得並びに実施体制の確立が重要であ

る。このため、パラグァイ政府は改めて我が国に対し、2001年実施予定の農牧センサス実施を中

心とするアフターケア協力を求めてきた。

　今般の調査団は、当初協力の成果を踏まえた協力終了後の現状を調査し、アフターケア方式の

協力が必要かどうかについて協議するために派遣された。

１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成

〈調査分担〉　　〈氏　名〉　　　　　〈所　属〉

団長／総括　　　山岸　良雄　　農林水産省統計情報部

センサス企画　　青山　元吉　　農林水産省統計情報部

システム企画　　成瀬財太郎　　農林水産省統計情報部

技術協力　　　　野添　剛司　　ＪＩＣＡ農業開発協力部農業技術協力課
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１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程

期間：1999年（平成11年）６月13日（日)～28日（月）
日順 月日 曜日 日　　程 宿泊先
1 6/13 日 成田→サンパウロ
2 6/14 月 10:30 アスンシオン空港着 内山田ホテル

12:00 ホテル・チェックイン
14:30 事務所打合せ
16:00 大使館表敬

3 6/15 火  8:30 農牧省企画総局表敬 　　 〃
 9:00 企画庁表敬
10:00 農牧省センサス統計局表敬
14:00 専門家との打合せ（宗岡・前田両専門家）

4 6/16 水  7:30 農牧省センサス統計局協議 　　 〃
15:00 ＩＢＭヒアリング

5 6/17 木  8:30 ミニッツ原案協議 　　 〃
（企画総局、センサス統計局）
ＩＢＭヒアリング

6 6/18 金  8:30 ミニッツ案協議（センサス統計局） 　　 〃
7 6/19 土 イグアスへ移動 福岡旅館

12:30 久保田農協中央会会長表敬・打合せ
15:00 パラグァイ農業総合試験場（セタパール）打合せ

8 6/20 日  9:00 イグアス移住地視察 内山田ホテル
アスンシオンへ移動
団内打合せ

9 6/21 月  8:30 ミニッツ案協議（センサス統計局） 　　 〃
12:55 事務所打合せ
14:00 ミニッツ案協議（企画総局）
17:00 ミニッツ案再協議（企画総局）

ミニッツ作成
10 6/22 火 11:30 ミニッツ署名・交換（農牧省会議室） 　　 〃

14:00 事務所報告
15:30 大使館報告
19:00 団長主催レセプション

11 6/23 水  8:00 センサス統計局あいさつ後、調査団本体は帰路へ ARTHUR
（6/26 成田着）
（以下、技術協力団員スケジュール）
エンカルナシオンへ移動

14:00 大豆生産技術研究計画プロジェクト打合せ
15:00 エンカルナシオン支所打合せ

12 6/24 木 セタパールへ移動 福岡旅館
14:30 セタパール打合せ

13 6/25 金 セタパール打合せ セタパール
飛行機の遅延により延泊

14 6/26 土 セタパール→アスンシオン
→サンパウロ

15 6/27 日 →ニューヨーク
16 6/28 月 →成田
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１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者
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〔日本側〕

　在パラグァイ日本大使館

　　　大使 久保　光弘
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２．要約２．要約２．要約２．要約２．要約

(１) 調査事項

　パラグァイ大統領府企画庁、パラグァイ農牧省企画総局及び同センサス統計局を訪問

し、①プロジェクト終了後の活動状況、②パラグァイ農牧統計をとりまく状況、等につい

て調査するとともに、③アフターケア協力の内容及び実施に向けた留意事項、等について

パラグァイ側と協議し、合意内容をミニッツ（付属資料１.）として取りまとめた。

(２) アフターケア協力のミニッツに関する討議内容

１) 協力課題

　日本側のマスタープラン（Ｍ／Ｐ）に基づき説明するとともに意見を交換し、次の

協力を行うこととした。

ａ) パラグァイの農業構造に即した標本調査手法を取り入れた効率的な農牧センサスの

実施への協力

ｂ) センサス結果の集推計及び今後の農牧政策の推進に必要なデータを恒常的に提供す

ることを可能とするコンピューターシステムの改良に係る協力

　なお、ａ)について、パラグァイ側は1991年同様全数調査で行うことも視野に入れて

いたが、協議のなかで、厳しい財政事情下、現実的なサンプルセンサスで行うことを

決定し、アフターケア協力はサンプルセンサス手法の技術移転を中心に行うことで合

意した。

　その他、センサス統計局から出されたアフターケアの要望調査票には、①2001年農牧

センサスの実施（地図の整備を含む)、②農業活動の年次報告書（白書）の作成及び

様々な統計情報を基にした分析、③前記の目的達成に必要な人材の訓練、が掲げられて

いたが、協議の結果、①の中に含まれるデジタル調査区地図の作成については、既にパ

ラグァイ側の技術で作業が進められており、また、地図作成という新たな分野の協力と

なること、②については、センサスの実施と農牧政策の評価として作成する白書は本来

別個のものであり、アフターケアのなかで行うのは適当でないことから、いずれも今回

の協力課題からは除外することとした。また、③について、パラグァイ側から言葉の関

係もあり第三国（スペイン語圏）での訓練も含めるよう強い希望が表明されたが、我が

国と同様な調査手法により訓練を行っている国はないことから、日本における訓練のみ

を行うこととした。このため、本アフターケアの協力課題については日本側の対処方針

案どおりとなった。

　なお、パラグァイ側要望調査票に対する正式回答は日本での確認・検討ののち、改め
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て連絡する旨回答した。

２) 協力期間

　2000年（平成12年）４月から２年間

　ただし、2001年農牧センサスの設計に必要な情報収集及び事前協議のため、1999年

10～12月の予定で短期調査を実施することとした。

３) その他

　2001年農牧センサスの成功のためには、効率的な実施に加えて、着実な予算の措置

及び執行が不可欠である。現下のパラグァイ国の財政事情は極めて深刻であり、過去

数年のプロジェクト等の実施においても作業員の雇用、供与機材の引き取り等で多く

の困難に直面していることにかんがみ、本件協力の実施にあたっては、①カウンター

パート（Ｃ／Ｐ）の全日勤務、②供与機材の早期引き取り、③2001年の確実なる予算措

置、について強く申し入れを行った。

　この結果、以下の各項が明らかになった。

ａ) 現在、パラグァイでは財政支出削減のため公務員の半日勤務（７～13時）態勢が

とられているが、本アフターケアプログラムのＣ／Ｐについては全日勤務（７～16

時）とすることが確認された。

ｂ) 機材の引き取り等ローカルコストの負担については、農牧大臣をはじめ農牧省幹

部も、農牧センサスの実施が今後のパラグァイ農牧業の発展に極めて重要であると認

識しており、できるだけ努力すると表明された。

　なお、パラグァイ側のローカルコストが約束どおり負担されず、アフターケアの実

施に支障を来す場合には、協力目標の修正を行うこともあり得る旨ミニッツに明記さ

れた。

ｃ) 2000年予算額の60％をセンサス調査区策定作業に充てることとし、また2001年に

ついてはほぼ全額をセンサス実施に充当する計画で既に作業を進めている旨の説明を

受けた。

ｄ) 供与機材のうち車輌については、ランドクルーザー型でなくピックアップ型の方

がアフターケア終了後のセンサス統計局での利便性が高いので、検討してほしいとの

要請を受けた。
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３．調査・協議の総括３．調査・協議の総括３．調査・協議の総括３．調査・協議の総括３．調査・協議の総括

３－１　プロジェクト終了後の活動状況３－１　プロジェクト終了後の活動状況３－１　プロジェクト終了後の活動状況３－１　プロジェクト終了後の活動状況３－１　プロジェクト終了後の活動状況

３－１－１　概要

　本プロジェクトにより、農牧センサスとその結果を母集団とした年次標本統計調査について

の技術移転がなされるとともに一連の調査体系が構築され、以来、今日に至るまで自助努力に

よって基本農牧統計の継続的な作成及び調査結果の提供が行われており、その結果は農牧省内

のみならず、他省庁、大学、国際機関及び広く一般に利用・活用されている。

　しかしながら、外部機関からの調査の受託や調査結果の分析・提供等、一部に前進はみられ

るものの、調査の種類や内容等その基本的構成については、プロジェクト終了時と比べ大きな

変化はみられなかった。

３－１－２　実施運営体制の状況

(１) 組織体制

　農牧省センサス統計局（プロジェクト当時はセンサス統計部）は、現在農牧大臣の直

轄組織で予算的にも独立した局として位置づけられている（付属資料２. ３.）また、そ

の所在地も1996年８月末、アスンシオンの農牧省本省からプロジェクト実施のためでサ

ンロレンソに建設された農牧統計センター（ＣＥＡ）の建物に移転、1997年１月にはコ

ンピューター課も移転し、同施設はパラグァイにおける農牧統計の作成・分析・提供の

拠点となっている。

　また、プロジェクト遂行のため主要農業地帯の実査拠点として設置された４か所のサ

ブセンターについても、引き続き配置された統計職員が当該管轄地域の統計調査・情報

収集の業務に従事してきたが、近年になって１か所のサブセンター（ミンガグアズ）が

職員の普及局への移籍により廃止に追い込まれる状況となっている。

　サブセンターの拡充はプロジェクト終了時の課題として残されていたが、職員を異動

させる経費の不足等もあって進展はみられず、調査のたびに統計局から直接職員が現地

に出向く体制となっている。本調査団の訪問中も、畜産調査のため16名の職員がチーム

を組んで出張中であった。

(２) カウンターパートの配置状況

　センサス統計局の職員は現在63名、その構成は局長以下管理課10名、秘書課４名、統

計課６名、センサス課15名、地図課８名、コンピューター課16名、サブセンター３名と

なっている。本プロジェクトのカウンターパート（Ｃ／Ｐ）及び我が国での研修受講者
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（集団研修を含む）は43名おり、うち24名が現在センサス統計局に所属、統計活動で主導

的な役割を果たしている（また、プロジェクトＣ／Ｐのうち他部局に転出した者10名、休

職者１名、退職者８名である)。

　また、このうち北海道大学に留学（1993年４月～1999年３月）した１名については、

現在、同統計局の統計調査企画、予算策定の重要な任務に携わっている。(付属資料４.)

３－１－３　業務の実施状況

　現在センサス統計局で年次統計調査として毎年実施している調査は、①畜産調査（６月)、②

作物調査（７月)、③経営体調査 (７～８月)、④刈り取り調査〔大豆（３～４月)、綿花(２

月)、小麦(９～10月)〕であり、これらの結果は、調査後速やかに集計分析され速報として広

く公表されている。(付属資料５.)

　また、コンピューター課においてはこれら調査結果の取りまとめはもとより、省内各局から

の依頼業務、官房の事務処理、各種プログラムの作成、コンピューター研修等も実施してい

る。

　地図課においてはリモートセンシング技術を用いた作付地図の作成等を行ってきたが、1998

年以降予算的に衛星データの購入ができない状況にあり、現在は次回農牧センサスに向けたデ

ジタル調査区地図の作成に取り組んでいる。

３－１－４　予算

　センサス統計局におけるプロジェクト終了後の成立予算の推移は、表－１のとおりである。

近年の財政難により政府職員の半日勤務や残業の抑制等が実施されているほか、調査予算の執

行にあたっても成立予算にかかわらず執行の遅れや未執行があり、調査結果の信頼性の低下や

調査の休止を余儀なくされている。(付属資料６.）これらについては、統計を継続的に提供す

ることについての農牧省上層部の理解にも問題があるものと考えられた。

表－１　プロジェクト終了後の予算の推移　　　単位：ＧＳ

合計 人件費 調査費 燃料費

1995 1,159,378,400 901,978,400 100,000,000 30,000,000

1996 1,361,740,846 1,018,105,200 80,000,000 30,000,000

1997 1,313,116,200 924,684,200 106,308,000 31,558,200

1998 1,480,106,450 1,031,220,333 120,981,000 36,700,000

1999 1,354,554,840 1,001,505,417 90,735,750 25,690,000
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３－１－５　施設、供与機材の管理及び使用状況

(１) 施設

　前述のように、プロジェクトで建設したＣＥＡの施設はセンサス統計局の移転により

パラグァイ農牧統計の作成・分析・提供の拠点としてフルに活用されている。同局の移

転により建物は事務室中心の使用となったが、調査器具等普段使用しない機材について

は、新たに隣接された倉庫に整理・保管されている。

(２) コンピューター関係

　プロジェクトで供与した大型コンピューターは、アスンシオンの本省においてセンサ

ス終了後も統計データの処理のみならず省内各局のデータ処理の要望に対応し、有効活

用されてきた。しかしながら供与後８年が経過し、次のような問題が発生している。

１) ホスト本体（MAIN FRAME IBM9375-50）は使用可能なものの、磁気テープ読み取り

装置ＭＴ（6200BPI）が２台とも故障中であるため、現在はほとんど使用していない。

さらに、磁気ディスク装置ＨＤ（800MB）についても４台のうち１台が故障中である。

　また、1997年１月のサンロレンソへの移転に伴い、無停電電源装置（ＵＰＳ）の故

障により電圧の変動を直接受ける環境下（サンロレンソではアスンシオンより電圧の

変動が大きい）に置かれている。

２) 入力用パソコンについては、供与した20台のうち現在３台が大型コンピューターの

端末として、また７台がスタンドアロンとして使用されているが、残り10台は既に画

面の焼き付き、故障等により使用不能となっている。

　また、これら機材とは別に、プロジェクト中及び終了後のフォローアップで派遣さ

れた専門家の携行機材及び別途の予算措置によって更に16台（うち電算課８台）のコン

ピューターが配置されるとともに、メモリの増設、付属品の交換等により「ＥＸＣＥＬ」

を使用できる環境が整備され、各種統計データの組み替え・分析・公表等に積極的に

活用されている。なお、これらの機材には既に大型電算機に蓄積されている前回セン

サスデータのバックアップがされており、ＬＡＮシステムの構築により、同データの

有効活用を可能としている。ただ、これらの機材についても電源をカバーするＵＰＳ

にバッテリー交換の時期がきている。

(３) 調査用車輌等

　供与車両18台中10台が現在稼働中、１台が故障中、３台が廃棄済みであり、残り４台

は他部局の所管となっている。センサス統計局内に整備要員を置き、簡易な整備を心掛

けているが、道路事情の劣悪ななか、いずれの車両も10万キロメートル以上の走行距離
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を記録し、その信頼性にも問題が生じているため、今後の使用にあたってはオーバーホー

ルによる整備が必要な状況にある。(付属資料７.)

　なお、オートバイについては供与した６台のうち既に２台が廃棄済み、現在３台がサ

ブセンター、１台がセンサス統計局で利用されている。

(４) その他

　事務機器、調査器具、研修用機材等については、いずれも有効活用されており管理状

況も良好である。ただし、使用頻度の高いコピー機等はしばしば故障しており、その使

用において問題が生じている機材も見受けられた。プロジェクト時の書類等については

書棚に整理され管理状況も良好であった。リモートセンシング機器については財政的な

制約から1998年以降衛星画像データが入手できなくなっているが、地図作成等に活用さ

れている。(付属資料８.)

３－１－６　次回農牧センサスに向けた取り組み状況

　センサス統計局では既に2001年７月の農牧センサス実施に向け、次の作業を開始している。

(１) 農牧省内外での動きと今後の見通し

　既に1999年５月31日、６月７日の２回の農牧省局長会議においてセンサスの意義、構

想等につき詳細に説明、実施に向けた各局の協力を要請した。今後、省内で実施に向け

た合意を得たのち、経済審議会等、関係団体等に対してのロビイ活動に入る予定となっ

ている。

(２) 予算

　2000年予算額の60％をセンサス調査区策定に、また2001年予算についてはほぼ全額を

センサス実施に充てる計画で、既に作業を進めている。

　ただし、2000年予算については前年並みのため、作物調査、畜産調査等の主要年次調

査の休止が必至の状況であり、農牧統計の継続提供の観点からは問題が残る状況となっ

ている。なお、2001年の予算試算額（全数調査、コンピューターの更新等を想定）は表－

２のとおりとなっている。
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表－２　センサス統計局2001年予算試算額

(３) 準備作業の開始

　前回のセンサスで設定された調査区地図は調査員に分かりにくかったとの反省から、

2001年センサスに向けてはその改善を図ることとし、現在地図課においてデジタル調査

区地図を作成中である。これに基づき、1999年７月以降１年間をかけて、チャコ（西部）

地域を除く全土について現地確認作業を開始することとしているが、この作業について

は、共通の調査区地図を整備する目的で国防省地理局から20名、大統領府センサス局か

ら10名の人的支援を受けて実施される予定である。

３－２　アフターケア協力計画の協議経過３－２　アフターケア協力計画の協議経過３－２　アフターケア協力計画の協議経過３－２　アフターケア協力計画の協議経過３－２　アフターケア協力計画の協議経過

　アフターケア協力計画についての協議結果は、付属資料１．の「パラグァイ農牧統計強化計画

アフターケアについてのミニッツ」に記載されたとおりである。これら「覚書」を取りまとめる

にあたっての協議経過等は、次のとおりである。

３－２－１　アフターケア協力計画の要請内容

　当初、パラグァイ政府からは1999年度新規要請案件として、｢1999年度新規案件の概要」(付

属資料９.）による協力要請があったが、現在のパラグァイ側の実施体制が未確定であること

などの理由から不採択とした。

　このため、パラグァイ政府としては、財政事情が厳しいなかで実施を予定する2001年農牧セ

ンサスの成功に向けた技術的支援及び同センサスの実施に不可欠なコンピューター・調査用車

両等の機材の更新、更にはその結果の分析を含む、次の協力を要請してきたものである。

(１) 2001年農牧センサスの実施（地図の整備を含む）

(２) 農牧活動の年次報告書（白書）の作成及び様々な統計情報を基にした分析

(３) 前記の目的達成に必要な人材の訓練

予算項目 予算額（GS）

調査員手当（全数調査の場合） 4,020,261,800 (前回の約５倍)

所要器材等（車両、コンピューター等） 1,879,038,210

消耗品（紙、事務用品等） 108,116,250

雑費（郵便代、宣伝費、印刷費等） 44,500,000

施設増築費（電算室、会議室） 63,000,000

計
6,114,916,260 前回ローカルコ

（2,087,002 US$) ストの約７倍
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３－２－２　アフターケア協力計画の基本的考え方

　パラグァイにおける適切な農牧政策を推進していくためには、その現状を的確に把握するこ

とが不可欠であり、特にＦＡＯの提唱に沿って実施を予定している2001年農牧センサスの着実

な実施が重要である。これはまた、今後継続的に実施される各種調査の母集団を提供する意味

でも極めて重要である。しかしながら、今日のパラグァイの厳しい財政事情の下、前回同様の

全数調査による農牧業センサスの実施は非常に困難な状況にある。

　以上を踏まえ、本アフターケア協力では財政負担を軽減できるサンプルセンサス手法の導入

により農牧センサスを実現することとし、３－２－１の(１)についてサンプルセンサスの企画

から調査票の設計及び集推計システムの構築に係る一連の技術移転を行い、あわせてこの実施

に不可欠な機材の整備を図ることとした。

　なお、(２)については、本アフターケア協力の期間が２年間であり、調査結果（速報値）の

公表までしか見込めないこと、また別の次元の協力となることから、本協力計画から除外し

た。

３－２－３　アフターケア協力計画の内容

(１) 目的

　1995年２月28日に終了した「農牧統計強化計画」により達成された成果を維持・発展

させるため、2001年農牧センサスの成功に向けた実施条件の整備及び実施体制の構築に

係る協力を行う。

(２) 協力期間

　2000年４月１日～2002年３月31日（２年間）

(３) 実施機関

　農牧省、センサス統計局

(４) 協力活動

１) 上位目標

　パラグァイにおける近代的農牧統計の作成が維持・発展される。

２) アフターケア目標

　2001年農牧センサスの成功に向けた簡素・効率的な手法の開発及び実施体制の整

備。
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３) 成果

ａ) 調査体系の見直しにより効率的なセンサスの実施体制に改善される。

ｂ) データ処理システムが改善される。

ｃ) 農牧センサスの概報結果が早期に公表される。

ｄ) センサスデータが効率的に利用される。

４) 活動

ａ) 効率的なサンプルセンサスの実施・指導。

ｂ) 集推計システムの改善に向けた企画・設計。

ｃ) 調査結果（概報）の早期公表に向けた計画策定、手法改善及び体制整備。

５) 日本側の投入

ａ) 長期専門家　２名

・農牧センサス企画（2000年４月～2002年３月）

・集計技術（2000年４月～2002年３月）

※なお、調査の基本構想の策定、調査母集団の編成等に係る事前検討のため

1999年10～12月の予定で短期調査を実施する。

ｂ) 短期専門家

・年間数名程度（専門分野：センサス計画、標本センサス、集推計システム等）

ｃ) 研修員の受入れ

・年間２名程度（センサス計画、集推計システム等）

ｄ) 供与機材（案）

・コンピューター及び周辺機器

・調査用車両及び整備部品等          （2,000～3,000万円程度）

６) パラグァイ側の投入

・Ｃ／Ｐの配置

・アフターケア実施に必要な施設・機材・サービスの提供

・ローカルコスト等の負担

(５) 具体的協力事項

１) 農牧センサス企画分野

ａ) 調査体系改善指導

　前回のセンサスではすべての客体に対し同一の調査を実施したが、2001年農牧セ

ンサスでは、パラグァイの農牧構造及び前回センサスでの経験等を踏まえ、調査体系

の改善を図ることとし、その実施のための具体的な調査の設計及び調査結果の集推
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計・取りまとめ等に係る技術指導を行う。

・2001年農牧センサスでは、小規模農家を対象とした一般階層と大規模農場等を

対象とした大規模階層とに分離した調査体系で実施する。なお、大規模階層は全

数調査とするが、一般階層については標本調査を導入して大幅な簡素化を図る。

・調査員は、一般階層については前回と同じく地域住民等とするが、大規模階層に

ついては普及員、畜産指導員、本省職員等の政府職員とする。

・前回のセンサスでは大規模農場の経営農地が非常に広大で複数の町村、県に及ぶ

場合には、その調査結果は被調査者の所在地に積算され、必ずしも地理的分布の

実態と合致しないという問題が残された。このため、本センサスでは属地項目の

導入により、経営農地の地域分割を行うこととし、その手法、調査設計・実施に

ついての技術指導を行う。

ｂ) 客体リスト作成に係る指導

　センサスの実施にあたって不可欠な調査客体のリストについて、前回の農牧業セン

サスで整備された農家リストを基に現況を反映した調査客体リストを整備する手法を

指導する。

　また、大規模農場等については前回の調査結果と関係機関等からの情報収集等によ

り新たなリスト作成を行う必要があり、その作成に係る指導を行う。

ｃ) 調査票の設計に係る指導

　前記、調査体系の大幅な変更にあわせ、前回は１種類で行った調査票についても、

一般階層、大規模階層別の調査票に改善することとし、その設計に向けた指導を行

う。

ｄ) 調査取りまとめ工程の監理

　前記改善に基づき実施するプリテスト及び本センサスについてその工程監理を行う

とともに、発生するもろもろの問題点の解決、調査結果の検討・分析、公表の方法等

に向けた指導を行う。

２) 集計技術

ａ) 新システムの企画・設計に係る指導

　センサス統計局内のネットワークを活用した機動的なシステムに改善することと

し、総合的なシステムの構築及びその管理・運営体制の整備等について技術指導を行

う。

ｂ) 新機材を活用した集推計システムの構築に係る指導

・客体リスト整備システム

　前回のセンサス結果及び調査区の確認調査結果を用いて、一般階層のための調査
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客体リストの作成を行う。また関係機関等からの情報収集もあわせて、大規模階

層のための調査客体リストを作成する。

・入力・審査・修正システム

  センサス調査票データの入力・チェック及びその修正を行う。

・集計・分析・出力システム

  調査結果の集推計・分析及び各種結果表の出力を行う。

・データの効率的利用方法の技術的指導

ｃ) 集推計システムの監理（センサス実施時の具体的指導）

　前記の各システムが順調に機能するよう、調査結果の入力・チェック・分析、及び

各種結果表の作成等に至る全工程について、具体的に生じた問題への対応、その改善

等についての指導を行う。

(６) 供与機材等

１) 調査用車両等

・既存調査用車両の修理・整備（現地車両専門家の調査に基づき実施）

・更新 ２台

２) コンピューターシステム等

・ホスト本体（IBM AS/400e Server Model 720） １台

・プリンター［(Impresora)IBM 6400-010)］ ２台

・入力端末機（IBM PC 300GL） 15台

・ＵＰＳのバッテリー交換

３) その他

・コピー機 ２台

・印刷機 １台

３－２－４　ミニッツ協議経緯

　６月17日（木）に実質的なミニッツ案の協議が行われたが、その際の議論の内容は次のとお

りである。

(１) 表題に「強化」は入れないのか。

→５年間実施されたプロジェクトの英文名は“Agricultural Statistics Project”で

あり、今回のアフターケア協力の名称も、原案どおり同様とした。
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(２) 「Ⅲ－３　日本におけるカウンターパート研修」に第三国研修を追加してほしい。

→本アフターケア協力期間中に必要とされる内容についての第三国研修が想定されない

ことから、原案どおりとした。

(３) 「Ⅳ－４　ローカルコスト」の箇所に「パラグァイの予算の範囲内で」という文言を

追加してほしい。

→プロジェクト実施以前からローカルコスト負担の不履行を前提とするような協定は締

結できないとして、原案どおりとした。
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４．分野別調査結果４．分野別調査結果４．分野別調査結果４．分野別調査結果４．分野別調査結果

４－１　実施体制４－１　実施体制４－１　実施体制４－１　実施体制４－１　実施体制

　センサス統計局の組織上の変更に伴い、本アフターケアプログラムのプロジェクトダイレク

ターはセンサス統計局長、プロジェクトマネージャーは統計調査課長とする。また、農牧センサ

スの実施に不可欠な農牧省内各局の協力取り付け、その調整のためのコーディネーターとして新

たに企画総局長を任命することとした。

　なお、センサス統計局は本アフターケア実施に係る専門家の部屋（同室の書架には本プロジェ

クト時の日本語資料が整理されている）を既に確保済みである。

４－２　専門家の派遣４－２　専門家の派遣４－２　専門家の派遣４－２　専門家の派遣４－２　専門家の派遣

４－２－１　長期派遣専門家

　アフターケア実施のため「農牧センサス企画」及び「集計技術」の２名の長期専門家を派遣

することとした。

　このほかパラグァイ側からは、農牧センサスの実施に付随するものとしてＧＩＳ

(Geographic Information System) 技術を用いたセンサス調査区地図の作成に係る専門家

派遣の希望が提出されたが、既にパラグァイ側の技術で作業が進められていることから、これ

については対応しないこととした。

４－２－２　短期派遣専門家

　必要に応じ年間２～３名の派遣を行うこととした。なお、具体的な分野、派遣時期等につい

ては、今後派遣される長期専門家と協議のうえ決定することとした。

４４４４４－３　機材供与－３　機材供与－３　機材供与－３　機材供与－３　機材供与

４－３－１　コンピューター

　大型コンピューターに関しては、プロジェクトで供与した機材が周辺機器のトラブルにより

既に使えない状況となっていること、またハード、ＯＳ面での2000年対応もできないことなど

から新たな機材への更新が不可欠の状況にある。このため、コンピューター課の職員と意見交

換を行うとともに、現地ＩＢＭの担当者も交え、①次回センサスの効率的な集推計が可能であ

り、その結果の発展的活用が図れること、②前回センサスでのプログラム資産（VSAM-COBOL）

の活用が図れること、の２つの観点から、望ましいシステム構成について協議を行った。この

結果、付属資料10．に示す案が固まった。

　なお、これら機材についてはプログラムの変換作業を前倒しで進める必要があることから、
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初年度に可能な限り整備・供与することとした。

　また、現在のコンピューター室が手狭なため、センサス統計局としては次回センサス対応の

ため2001年予算にコンピューター室の拡張経費を計上しているが、これが困難な場合はコン

ピューター室脇の通路部分にデータ入力の部屋の仮設を検討するとしている。

４－３－２　調査用車両

　調査用車両の整備に関しては、各車両の走行距離がいずれも10万キロメートルを超え、多く

のトラブルを抱えていることから、農牧センサスに利用するためにはオーバーホールによる整

備を行う必要があると判断される。このため、既にセンサス統計局が現地の車両業者に見積ら

せた資料を入手した。(付属資料11.)

　なお、更新する車両についてパラグァイ側は、ランドクルーザー型より実際の調査に活用で

きるピックアップ型複数台の供与を希望している。

４－３－３　その他

　その他、アフターケアの実施に必要な機材としてコピー機２台及び速報の印刷に用いるリソ

グラフの供与を希望している。(付属資料11.)

４－４　研修員の受入れ４－４　研修員の受入れ４－４　研修員の受入れ４－４　研修員の受入れ４－４　研修員の受入れ

　パラグァイ側Ｃ／Ｐについては現時点では残業予算枠の問題等もあり、リストとしての提出が

できないとのことから、早急にその選定を進めるよう依頼した。なお、受入れは長期派遣専門家

の専門分野に対応する形で行うこととし、具体的研修項目については協力の進捗状況をみながら

決定することとした。

　また、研修員の受入れに関し、パラグァイ側から第三国研修を含めること（具体的には、ＦＡＯ

等による南米地域での農業センサス、リモートセンシング、地図作製等に関するセミナー等を想

定)、さらに、本邦研修にあたってはアフターケア開始以前の受入れについても強い要請がなさ

れたが、アフターケアの趣旨にそぐわないこと、また制度的にも困難である旨回答した。

４－５　活動における留意点４－５　活動における留意点４－５　活動における留意点４－５　活動における留意点４－５　活動における留意点

(１) アフターケア協力の期間は２年間と短期間であるため、協力内容を広げ過ぎないこと

及び今後派遣される調査員との間で策定される業務スケジュール表に基づき着実に実施

していくことが重要である。
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(２) 本件協力を成功させるためにはセンサス統計局への技術移転のみならず、農牧省関係

部局の協力が極めて重要であることから、これらの協力が得られるよう、その重要性を

上層部に十分説明し、理解を得つつ進める。

(３) パラグァイの財政事情が極めて厳しいことから、センサス計画の策定にあたっては極

力効率化を図るとともに、ローカルコストの拠出状況についても常に注意を払い、その

確実な執行に向けて適切な措置を講ずる。
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